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平成 30 年度 厚⽣労働⾏政推進調査事業費補助⾦（厚⽣労働科学特別研究事業）研究 
「消防救急⾞の代替搬送⼿段における病院救急⾞の活⽤に資する研究」 

研究代表者 伊藤 重彦 北九州市⽴⼋幡病院 救命救急センター 
 

分担研究報告書 
消防機関以外に属する救急救命⼠の患者等搬送業務におけるメディカルコント
ロール（MC）体制及び救急救命処置範囲に関する研究 
 
(研究分担者) 伊藤 重彦 北九州市⽴⼋幡病院 院⻑ 救命救急センター統括 

北⼩屋 裕 京都橘⼤学 救急救命学科	助教 
（研究協⼒者） 森川 博司 ⼀般財団法⼈ 救急振興財団 救急救命九州研修所 所⻑ 
        桶舎 典哲 ⾸都⼤学東京 法学部 教授 

佐藤 英博 ⼾畑共⽴病院 副院⻑ 救急総合診療部⻑   
酒井 賢⼀郎 JCHO 九州病院 総合診療部⻑  
⽵中ゆかり ⼀般財団法⼈ 救急振興財団 救急救命九州研修所 教授 
⽥邉 晴⼭ ⼀般財団法⼈ 救急振興財団 救急救命東京研修所 教授 
 

要旨 
（⽬的）消防機関以外に属する救急救命⼠の患者搬送業務における、メディカルコン

トロール（MC）体制及び現場及び搭乗中の⾞内で実施する救急救命処置範囲に関する
研究を⾏った。（⽅法）病院に属する救急救命⼠（以下、病院救命⼠）が搭乗する病院
救急⾞、⺠間事業所に属する救急救命⼠（以下、⺠間救命⼠）が搭乗する⺠間救急⾞に
よる患者搬送業務の安全性を確保するため、オンライン MC 下の救急救命処置の実施
及び処置⾏為等技術⼒を維持するための再研修制度について、関係者間で協議した。 
（結果）北九州地域 MC 協議会の協⼒のもと、病院救命⼠、⺠間救命⼠の患者搬送業

務における活動要綱、研修要綱を策定した。また、地域 MC 協議会が認定する救急救
命⼠（以下、MC 認定救命⼠）制度を導⼊し、再研修制度、患者等搬送⾞両の条件等を
策定した。（結語）消防救急⾞の代替搬送⼿段として、患者等搬送⾞に搭乗する消防機
関以外の救急救命⼠に対する MC 体制を確⽴した。 
 
 
Ａ．背景と⽬的 
 超⾼齢社会において、消防機関による
救急搬送件数は毎年増加している。救急
需要に応じた消防救急⾞の増強が様々な
理由で困難な状況下では、低緊急⼜は⾮
緊急患者の搬送においては、消防救急⾞
に代わる搬送⼿段の確保が必要である。
⼀⽅、低緊急患者においても、⼀定程度
の医学的管理が必要となる場合がある以

上、現場及び患者搬送中の⾞内活動にお
ける患者観察やバイタル測定、急変時の
迅速な対応が実施できるように、医療従
事者が搭乗する搬送形態が望ましい。  
 このような観点から、緊急度は低いが
医学的管理が必要な患者を対象として、
消防救急⾞以外の代替搬送⼿段として、
消防機関以外の救急救命⼠が搭乗する患
者等搬送⾞の運⽤について検討した。 
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．対象 ⽅法 
 厚⽣労働⼤ が認定する消防機関以外
の救急救命⼠として、病院救命⼠及び⺠
間救命⼠を対象とした。患者等搬送⾞両
として、病院が保 する病院救急⾞、⺠
間事業所が保 する⺠間救急⾞を対象と
した。消防救急⾞の代替搬送⼿段とし
て、病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞、
⺠間救命⼠が搭乗する⺠間救急⾞の運⽤
に して、分担研究「 院搬送における
病院救急⾞の 的活⽤に係る
と 策に関する研究」の協議結果に

き、 救命⼠の患者搬送業務におけ
る安全性を確保するための活動要綱、研
修要綱を策定した。 
 た し、病院救命⼠、⺠間救命⼠が現
場及び患者搬送中の⾞内において実施す
る救急救命処置範囲や MC 体制はいま
確⽴ ていないことから、救急救命処
置範囲や実施 範 要綱については、所
管する厚⽣労働 と協議した。また、
研究で病院救命⼠が搭乗する病院救急⾞
の 運⽤に して、オンライン MC 体
制下の患者搬送、救急救命処置実施事
の事 検 、 運⽤に 加する病院救
命⼠の再研修体制の については、北
九州地域救急業務メディカルコントロー
ル協議会（以下、北九州地域 MC 協議
会）と協議した。 
 

．結果 
．北九州地域 MC 協議会 置要綱変  

北九州地域 MC 協議会では、消防救命⼠ 
を 救急 の救急業務及び患者搬送 
に係る を協議 検討するため、北九州 
地域 MC 協議会 置要 を定め、 数の 
検討 会を 置している。 、病院救 
命⼠、⺠間救命⼠のす ての業務について 
協議を⾏う たな 会「患者搬送に係る 
救急救命⼠に関する検討 会」を 置し 
た。 な協議内 を表 に る。 
 

 表 ．消防機関以外に属する救急救命⼠ 
 の患者搬送活動に係る協議事  
 
 
 
 
 
 

．患者搬送に係る救急救命⼠の活動要
綱の策定（別 ） 
 救急救命処置が実施 な医療資機
を した病院救急⾞⼜は⺠間事業所所

の患者等搬送⾞による患者搬送業務に
おいて、現場及び搭乗搬送中に消防救命
⼠以外の救急救命⼠が実施できる救急救
命処置範囲に係る活動要綱を策定した。

要綱において、地域 MC 協議会が認定
する消防救命⼠以外の救急救命⼠（以
下、MC 協議会認定救命⼠）の資 条件
を し、 年おきの資 制度を導
⼊した。病院救命⼠、⺠間救命⼠が消防
救命⼠と 等の救急救命処置を⾏うため
に す き条件を表 に す。 
 
 表 ．患者搬送業務における病院救命⼠、 
 ⺠間救命⼠の救急救命処置実施の条件 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）病院救命⼠、⺠間救命⼠の実施
な救急救命処置範囲（ ） 
 救急救命⼠が現場及び患者搬送中の⾞
内で実施できる救急救命処置には、（ ）
医 の 体的 下の実施が 定 て
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いる特定⾏為、（ ）医 の 括的 下
に実施できる 科、⼩ 科、 ⼈科

域の処置、（ ）消防救命⼠以外の救急
が実施できる応急処置がある。 

 C ⼜は緊急度の⾼い 病者の搬送を
⾏う消防救命⼠と なり、病院救命⼠や
⺠間救命⼠の搬送対象は、低緊急⼜は病
状が安定した患者で、搬送 も め ま
っている。 のため、消防救命⼠の実施

な救急救命処置範囲から、特定⾏為
及び 科、 ⼈科、⼩ 科 域の処
置を 外した。また、 の研究は全
で めて、消防機関以外に属する救急救
命⼠が実施できる救急救命処置範囲を地
域 MC 協議会で定め、オンライン MC に
よる患者搬送業務を実 に 運⽤する
ことから、実施できる処置範囲を らに

定した。 運⽤事 のす てに事
検 を⾏い安全性が確認 、特定
⾏為以外を いた救急救命処置範囲を

る 定である。 
）病院救命⼠、⺠間救命⼠が搭乗する

患者等搬送⾞両の 要件の策定 
MC 協議会認定救命⼠が搭乗し搬送活

動する患者等搬送⾞の条件を認定様
のように定めた。 

と に、⺠間救急⾞においては、 MC
協議会が す救急救命処置が⾏ る医療
資機 を していること、MC 医 の

導 助 が ら る（オンライ
ン MC） 機 を していることを
条件とした。なお、病院救急⾞も 程度
の医療資機 と 機 を している
こととした。 

）搬送 救急救命処置  
 運⽤を⾏う地域で統⼀した病院救
命⼠、⺠間救命⼠の患者搬送業務におけ
る搬送 、救急救命処置 （認定様

）を 成した。 
救急救命処置 及び搬送 に必要な
⽬を表 に す。 
 
 

表 ．搬送 救急救命処置 の ⽬ 
 
 
 
 
 
 
 
 

．患者搬送に係る救急救命⼠の研修実
施要綱（別 ） 
 研究において、病院救命⼠や⺠間救
命⼠が実施できる救急救命処置範囲は、
消防機関に属する救急救命⼠（以下、消
防救命⼠）を ⼀般消防 の応急処
置範囲と 程度である。おもな搬送業務
が低緊急⼜は⾮緊急患者の 院搬送であ
るため、年間に 修す き再研修時間
は、特定⾏為を⾏う消防救命⼠に が定
めた 8 時間の 分の 0 時間以上と
した。また、技術⼒、観察⼒の確認と

を 分⾏うため、認定資 の
⼜は 時に MC 協議会が する研修
会での 学と実技 導（ 時間）を け
ることを必修とし、研修 時の

を⾏うこととした。なお、分担研究
「北九州地域における病院救命⼠が搭乗
する病院救急⾞による患者搬送業務の

運⽤」で報告 ているように、 研
究では北九州市内 病院の病院救命⼠

と⺠間救命⼠ が別 資 に
いて、研修を修 し、MC 協議会認定救
命⼠として、病院救急⾞の 運⽤に
加した。また、患者搬送に係る救急救命
⼠の活動要綱及び患者搬送に係る救急救
命⼠の研修実施要綱については、平成 30
年度 北九州地域 MC 協議会におい
て 認 た。 
 

． 察 
 、消防救命⼠も病院救命⼠、⺠間
救命⼠も、地域 MC 協議会によるオンラ
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イン及びオ ライン MC 体制が
た状況下においては、救急救命⼠資 者
として、実施 な救急救命処置範囲は

じは ある。しかしながら、現状にお
いては、病院救命⼠、⺠間救命⼠の患者
搬送業務に対する MC 医 による 導
助 体制が確⽴ ていないこと、処置
内 の を維持するための病院実 等再
研修体制がないことが であった。 
また、病院救命⼠の⾏う救急救命処置範
囲を病院 のルールで定めている、い
わゆる病院 MC 体制は、救急救命⼠法の
観点からも てきた。消防救命
⼠以外の救急救命⼠が搭乗する患者搬送
業務について、地域 MC 協議会が 体と
なる たな MC 体制が必要な時 に て
いると ら る。 
 

．結語 
 消防救急⾞の代替 搬送⼿段として、
地域 MC 協議会が認定する消防救命⼠以
外の救急救命⼠が搭乗する患者搬送

を、全 ではじめて した。 た

な搬送⼿段は、 院搬送等において、病
院救急⾞や⺠間救急⾞を 的に活⽤し
た、「緊急 ⾏しない やかな患者搬送

」である。 
研究成果として、 は、低緊急患者

を対象に、病院救命⼠や⺠間救命⼠が搭
乗する患者等搬送⾞の活⽤が全 及し
てい ことに する。 
 

．  
に関する事 なし。 

 
．研究 表 
表なし 

（ ） 
消防機関以外の救急救命⼠が実施 な
救急救命処置範囲の研究に 協⼒ い
た、北九州地域 MC 協議会 の⽅々、
及び学 者の⽅々に より し
上 ます。 
 

． 的財 の 状況 
 特になし 
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．消防機関以外の救急救命⼠が実施 な救急救命処置範囲 
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患者搬送に係る救急救命⼠の活動要綱 
．はじめに 

 超⾼齢社会において、消防機関による救急搬送件数は毎年増加している。 北九州地
域においても 様である。救急需要に応じた消防機関の救急⾞（以下、「消防救急⾞」
という。）の増強が様々な理由で困難な状況下では、緊急度が低い患者搬送について
は、 患者等搬送⾞⼜は病院が管理する救急⾞（以下、「病院救急⾞」という。）の活
⽤ 進が望ま る。⼀⽅で、緊急度が低いが、⼀定程度の医学的管理が必要な患者に対
しては、医学的管理の が担保 た上での搬送が必要である。  
 このようなことに 、緊急度が低いが医学的管理が必要な患者を対象に、消防救急
⾞以外の代替⽅法による患者搬送業務を に⾏うに して必要な事 を のように定
める。 
 

．要綱の対象とする患者等搬送業務 
 のす てを たす搬送業務を対象とする。 
   緊急度が低いが、医学的管理が必要な患者を対象とするもの 
   救急救命⼠の 資 者が搬送に搭乗するもの 
   北九州地域内の医療機関から するもの 
   患者等搬送⾞⼜は、病院救急⾞を っておこなわ るもの 
 

．MC 協議会が認定する救急救命⼠（以下、「MC 協議会認定救命⼠」という。）
の資 要件と認定等 
（ ）MC 協議会認定救命⼠の資 要件 
 MC 協議会認定救命⼠の資 要件を以下のように定める。 
  救急救命⼠資 を する 
  MC 協議会が実施する ⼜は 研修を している（別 ） 
  搭乗業務を⾏う患者等搬送⾞が所定の要件を たしている 
  救急救命⼠資 、病院の救急外 業務等 年以上の がある、⼜は消防
機関の救急 として 年以上の現場活動の があることが望ましい 
（ ）MC 協議会認定救命⼠の  
  MC 協議会認定救命⼠は、北九州地域 MC 協議会 置要綱 条 に
き、患者搬送に係る救急救命⼠に関する検討 会で 議 認定 る。 
  上 会で認定 た救急救命⼠は、北九州地域 MC 協議会の報告を て

る。 
  北九州地域 MC 協議会は、MC 協議会認定救命⼠に認定 を する。 
  認定 間は 年間で、 年を超 ない時 において が必要である。 
 

．MC 協議会認定救命⼠の救急救命処置の範囲 
 MC 協議会が認定する⾞両要件を たす患者等搬送⾞の搭乗業務（現場及び患者搬送
中の⾞内活動）において、MC 協議会認定救命⼠が、実施できる救急救命処置範囲を以
下のように定める。なお、MC 協議会認定救命⼠には、病院 診療所に属する救急救命
⼠（以下、「病院救命⼠」という。）と⺠間事業所に属する救急救命⼠（以下、「⺠間救
命⼠」という。）があるが、実施できる救急救命処置範囲は じとする。また、救急救
命処置は医 の 括的 下で実施できるが、活動中に医学的管理の に った場合

別  
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な は、オンラインメディカルコントロールを担 する医 （以下、「MC 医 」とい
う。）に をとり、 導 助 を る。 
 

北九州地域 MC 協議会が定める MC 協議会認定救命⼠が実施できる救急救命処置  
 必要な体 の維持、安 の維持、保  
  体 数 状態 の観察  

 ル オ メーターによる 中 度の測定  
  の ⽤による の測定 
  診 の ⽤による の  

 の ⽤による 数の観察及び 送 
  
 の 定 
 イ 及び背部 法による の  
    による 上部の の  
 ⽤⼿法による 確保 
  き 法による⼈  
   
  内の  
  ⼊ による  
  バ による⼈  
  動体外 動 による 動 
 特定 療法 中の 病者の処置の維持  

体 の観察は、 体 ⼜は 体 による測定、 の観察は 動 の
による測定、 状態は JC で する。 

らかの 状を する患者搬送では、 ル オ メーターによる 度
を測定する。 め搬送 医 から た 度で しながら搬送する患者
に対しても ル オ メーターによる 度を測定する。 

の （ カ ー 、 イ ）、 ン の り い
（ 確認、 置 ）、 め搬送 医 から た 度で

しながら搬送する場合を 。 
 

．MC 協議会が認定する患者等搬送⾞の要件（認定様 ） 
MC 協議会認定救命⼠が搭乗し活動する患者等搬送⾞は、以下の条件を することと

する。なお、病院救急⾞においても 程度の医療資機 と 機 を⾞ していること
とする。 
  MC 協議会が す救急救命処置が⾏ る医療資機 を していること 
  MC 医 の 導 助 が ら るオンライン MC ⽤の 機 を して
いること 
 

．MC 協議会認定救命⼠活動における MC 体制の確保 
  現場、患者搬送中の緊急事態の ⽣、患者の病状変 に対する医学的 に っ
た場合に、MC 医 による 導 助 が速やかに ら る体制を する。 
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 5 

 救急救命処置を⾏った場合は、MC 協議会認定救命⼠⽤の活動 （認定様
）に実施内 の を する。また、活動 は、病院救命⼠は において 5

年間、⺠間救命⼠は救急救命⼠において 5 年間保 する。 
  救急救命処置を⾏った活動 は、MC 医 による事 検 を ける。 
  MC 協議会認定救命⼠は、MC 協議会が実施する再研修を 年毎に するこ
と。 

 
この要綱は平成 年 から施⾏する 
  

-62-



  

認定様  
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北九州地域 MC 協議会 患者搬送に係る救急救命⼠の研修実施要綱 
 

．はじめに 
 北九州地域救急業務メディカルコントロール（以下、「MC」という。）協議会は、
救急救命処置が実施 な医療資機 を した病院が管理する救急⾞（以下、「病院
救急⾞」という。）⼜は⺠間事業所所 の患者等搬送⾞による患者搬送業務において、
MC 協議会が認定する救急救命⼠（以下、「MC 協議会認定救命⼠」という。）が現
場及び搭乗搬送中に実施できる救急救命処置範囲を「患者搬送に係る救急救命⼠の活動
要綱」において定めた。 こで、北九州地域 MC 協議会が実施 者となり、患者搬
送業務における安全性と救急救命処置の を確保するため、MC 協議会認定救命⼠に対
する研修体制を する。 
 

．研修⽬的 
 研修は、MC 協議会認定救命⼠の患者等搬送⾞ の搭乗業務（現場及び患者搬送中
の⾞内活動）において、搬送中の安全確保と病状変 に応じた な救急救命処置が実
施できるように、病態観察及び救急救命処置の 上を⽬的として実施する。 
 

．研修内  
 MC 協議会認定救命⼠には、病院に属する救急救命⼠（以下、病院救命⼠」とい
う。）と⺠間事業所に属する救急救命⼠（以下、「⺠間救命⼠」という。）があるが、

⼜は 時に必要な研修内 は じで、研修時間は 時間 年間とする。
研修内 は（ ） 、（ ）実技、（ ）病院実 より 成する（別 別

）。なお、MC 協議会認定救命⼠ 時必修研修 及び病院実 修 は、
MC 協議会認定救命⼠の 、 時の必 要件である。 
 

．MC 協議会認定救命⼠の 、 時の研修要件及び 書  
（ ）MC 協議会認定救命⼠の ⼜は を 望する者は、別 の研修要件を
す て修 していること 
（ ） 時には、MC 協議会認定救命⼠ 時必修研修修 及び病院実

表のコ ーを すること 
（ ）MC 協議会認定救命⼠の認定 間は 年であるため、認定 から 年を超 ない

間で所定の研修を修 したの 、 が必要である。 
（ ） 定処置 
 MC 協議会認定救命⼠の認定 を する平成 年度においては、上 研修内

のう 、①MC協議会認定救命⼠の新規・更新時必修研修（１２時間）及び②病院実
習（３０時間以上）の修了をもって、認定要件とする。 
 

 
この要 は、平成 年 より施⾏する。 
 
 
 
 

別  
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北九州地域 MC 協議会認定救命⼠の 時の 体的研修内  
 

① 協議会 する 協議会認定救命⼠更新研修会（必 ）
協議会認定救命⼠の新規 更新 する 、以 の研修会 必修 る。

研修時間 （ ） （ ）

１ （ 時間）
１ 救 １
２ 救 ２
３ 救 ３

２ （ 時間）
実 １ 救
実 ２ 救

１ 認
   

②病院実習（必修 ）
協議会 定する 実習を 、病院救命⼠ 、 救命⼠ する病院・ 実 する

と る。 、病院・ て 、 する （ 協議会
研修 了 ） て る ととする。
１ の する病院実習時間 時間 時間 と 、実習時間 て 時間を
る と。

病院実習 （必修） 病院実習時間の

時間 以上２ 間
時間 の実習（ の間） 時間
時間 の実習（ ） 時間
の 実習 時間

   

協議会 認 る研修会 の
協議会認定救命⼠ 、 る 協議会 認定する研修会 て、 時間以上 ２ 間の研

修 て る と
協議会 認定する

会・研修会 の
１ 時間以上 ２

 
体的 内 は MC 協議会で定める。 体的 内 の を別 3 に す。 

また は、MC 医 、救急認定 、 以上の をしている MC 協議会認定
救命⼠等が担 する。 
 

協議会認定救命⼠の新規 ・更新 時の要件
協議会認定救命⼠ 、２ の更新 て、以 の① の研修 をす て修了 て る と

研修 研修時間
① 協議会認定救命⼠新規・更新時必修研修（必修） １２時間
② 病院実習（必修） ３０時間以上

協議会 認定する 会・研修会 １ 時間以上
① 研修時間の ２ ０時間以上 ２ 間

別  
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体的 の  
 

と  
MC 協議会の 、救急救命処置範囲とオンライン MC 
活動 の 、病院実 と事 検  
患者等搬送業務における安全管理と⾞ 医療機 の点検管理 

の  
 

救急  
）病態観察とバイタル イン測定、 点、数 の ⽅な  
観察（ 状態、 状態、 ル、 の観察） 
バイタル イン測定（ 、 ル オ メーター、体 、 ） 
）緊急度と重 度に関する理  

助、 な 緊急度 定と重 度（ 病程度）について 
） 度の⾼い救急 患、急変時対応 

度の⾼い救急 患（ を ） 
度の⾼い と 対策 

搬送中の緊急事態（事 、病状変 ） の対応と関係機関との  
の病態と 別 患、 全 の緊急対応 

の  
 

実技  
搬送中の安全管理、体 管理と 点 

、カ ー ル、ラインの り いと 点 
確保（⽤⼿法による 確保 バ による⼈ ）  

、 ン 、 機 の管理と 法 
の り い 

搬送中の外 （ 、 、 外 な ） 
の   

 
総合 ー ン 
現場、搬送中の緊急事態、病状変 に対する対応⼿   

  

別 3 
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